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睡眠中に舌が喉の奥に沈下することにより気道が塞がれ、睡眠中に頻回に呼吸が止まったり、
止まりかけたりする状態（睡眠呼吸障害）のために質のよい睡眠が取れず、日中の強い眠気や
疲労等の自覚症状をともなう病態が睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ：sleep apnea syndrome）です。
ＳＡＳでは、運転中に突然意識を失うような睡眠に陥いることもあります。

睡眠時に閉塞している上気道
国土交通省HPより

て睡眠呼吸障害を悪化させます。日常生活では、アルコールの制限、禁
煙や節煙などを心がけましょう。また、仰向けで寝ることで気道が閉塞し
やすくなるため、横向きに寝ることで症状が軽くなる場合も あります。 こ
のほか、精神安定剤や睡眠導入剤の中にも気道の筋肉をゆるめて、無
呼吸が悪化する危険性もあるので、主治医に相談しましょう。

これまでの多くの研究によれば、ＳＡＳは運転能力を低下させることが明らかにされています。ＳＡＳによる居眠り運転で発生する事故は、特に
・ひとりで運転中
・高速道路や郊外の直線道路を走行中
・渋滞で低速走行中
に多いといわれています。重度のＳＡＳ患者は、短期間に複数回の事故を引き起こすことが多いと言われています。また、ＳＡＳの場合、ＳＡＳでない
人に比べ交通事故のリスクが約2.4倍であることが示されています。さらに、日本の男性トラック運転者の約7-10％、女性の約３％が中等度以上の
睡眠呼吸障害であることが示されています。また、道路交通法や「事業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」でも、｢重度の眠気の症状を呈す
る睡眠障害｣は自動車の運転に支障を及ぼすおそれがある病気とされており、ＳＡＳの早期発見・早期治療は必要不可欠です。

睡眠時無呼吸症候群は、治療しないで放置すると高血圧、糖尿病、ひいては不整脈、脳卒中、虚血性心疾患などの危険性を高めます。さらに、こ
れらの疾病（特に脳疾患 や心疾患）は、運転中の突然死にも繋がる健康起因事故の主原因でもあります。

そして、生活習慣と大きく関連のある疾病です。したがって、バランスのとれた食事、運動、休養などを心がけることが重要です。肥満はＳＡＳの発
症・悪化に強く影響を及ぼします。また、ＳＡＳ以外にも高血圧・脂質異常・糖尿病などの生活習慣病を引き起こす根源とも言われています。10％の
体重増加があった者では体重の増加がない者と比較して、ＳＡＳを発症する危険性が6.0倍であることが示されています。また、ＢＭＩ30以上の肥満
者では、78％がＳＡＳスクリーニング検査において精密検査の対象となっている調査結果もあります。したがって、是非とも適正体重の維持を心掛
けてください。さらに、アルコールは気道の筋肉をゆるめて睡眠呼吸障害を悪化させるほか、喫煙は血中の酸素を低下させ、咽喉頭の炎症をおこし

SASとは

・大きないびきをかく
・睡眠中に呼吸が苦しそう、息が止まっていると指摘される
・息が苦しくて目が覚める ・朝起きた時に頭痛・頭重感がある
・昼間に強い眠気を感じる

などがＳＡＳの主症状としてありますが、必ずしも眠気を感じることがないという点に注意が必要です。疲
労感や倦怠感が継続する場合なども、実はＳＡＳが原因している場合があります。しかし、業務多忙によ
る疲労感と捉え易く、ＳＡＳの症状として自覚しにくいという危険性があります。

こんな症状
ありませんか？

ＳＡＳは適切に治療すれば健康な人と同じように安全運転を続けていくこ
とができます。したがって、ＳＡＳと判明したからといって直ちに乗務から
はずすなどの差別的な扱いは厳禁です。ＳＡＳと診断されることによって
不利な扱いを受けることがあると、ＳＡＳの早期発見に消極的になる方も
出てきます。専門医・産業医からの意見等を勘案し、就業上の措置を決
定してください。ＳＡＳであることを隠し、治療を受けないで運転業務を続
けることが、『本人・会社・社会』のいずれにとっても最も危険な状態であ
り、避けるべきことです。事業者の皆様のご理解をお願いします。

SASと交通事故
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